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東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会は2021年に開催された国際的な大規模イベントである．大会期間

中に提供される飲食物の衛生上の安全確保は極めて重要である．今回，当センターにて食品等を対象に細菌学的検査

を行ったので，その経緯と検査結果について報告する．検査は164件の食品等に対し，一般生菌数，大腸菌，黄色ブ

ドウ球菌の3項目について自動生菌数測定装置TEMPO®を用いた簡易迅速検査法により行い，おおむね良好な結果が

得られた．これらの検査は，東京2020大会の安心・安全な運営の一助となったと考えられる．  
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はは じじ めめ にに 

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会（東京

2020大会）は，2020年に開催が予定されていたが，新型コ

ロナウイルス感染症の影響で1年延期となり，2021年にい

わゆるバブル方式で開催された．東京2020オリンピックは

2021年7月23日から8月8日までの17日間，東京2020パラリ

ンピックは2021年8月24日から9月5日までの13日間にわた

り行われた．国際的なマスギャザリングイベントである東

京2020大会における大規模な飲食提供を東京2020組織委員

会が担うこととなり1)， 2018年3月には「東京2020大会に

おける飲食提供に係る基本戦略」が取りまとめられた．そ

の取り組みの一つとして食品安全管理の推進等が掲げら

れ，盛夏の時期に開催されることに十分配慮した食中毒予

防対策を講じるとともに，国際標準への整合も含め，先進

的な取組を推進することとされた2)．新型コロナウイルス

感染症の世界的な流行のため，2021年7月には無観客での

開催が決定したことに伴い当初の想定と比較し来場者数等

の規模は縮小された．しかし，夏季のイベントであること

から，提供される食品の腐敗や食中毒等の発生が懸念され

た．そのため，食品の衛生状況を迅速かつ的確に把握し，

適正な衛生指導を徹底することが必要不可欠な要素であっ

た．「令和3年度東京都食品衛生監視指導計画3)」の一環

として，東京都健康安全センター微生物部食品微生物研究

科においては，東京2020大会中に競技会場及び選手村で提

供された食品等を対象とした細菌学的検査を担当したので

報告する．  

 

経経          緯緯 

1. ララググビビーーワワーールルドドカカッッププ2019日日本本大大会会をを経経てて 

我が国では2019年に国際的なスポーツイベントとして

ラグビーワールドカップ2019日本大会（RWC2019大会）

が開催され，一部の試合が都内の会場にて行われた．

RWC 2019大会では飲食提供が行われたため，東京都では

食品衛生にかかわる細菌学的検査を実施した．そうざい等

の食品を対象に公定法に従い検査したところ，食品の衛生

的な取り扱いに問題がある可能性が示唆され，衛生指導が

行われた．これらの経緯から，国際的な大会などの大規模

イベントにおける食品の衛生検査は不可欠であると考えら

れた． RWC 2019大会時に実施された公定法による細菌

学的検査は，手技が煩雑であり，検査に一定数の人員が必

要であること，検査項目によっては検査終了までに1週間

程度を要するものもあることなどから，大規模イベント下

での大量の調理食品に対し迅速な衛生状況の把握は困難で

あることが問題点として挙げられた．そこで，東京2020
大会における細菌学的検査に向けて，国際基準に適合した

自動化機器等の簡易迅速検査法の活用を検討することとな

った． 
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2. 簡簡易易迅迅速速検検査査法法のの検検討討とと選選定定 

迅速検査法には，自動生菌数測定装置等を用いる方法と

フィルム培地等の簡易培地を用いる方法がある．前者には

ビオメリュー・ジャパン株式会社の自動生菌数測定装置

TEMPO®（TEMPO）や株式会社バイオ・シータの食品

細菌自動検査システム DOX （DOX）などが，後者には

3M 株式会社のペトリフィルム®などが挙げられる．

TEMPO は一般生菌数，大腸菌群，大腸菌，腸内細菌科菌

群，黄色ブドウ球菌，セレウス菌，カンピロバクター，乳

酸菌，真菌の計 9 項目について，DOX は一般生菌数，大

腸菌群，大腸菌（定性），黄色ブドウ球菌，サルモネラの

計 5 項目について検査が可能である．また，ペトリフィル

ム®は一般生菌数，大腸菌群，大腸菌，乳酸菌，黄色ブド

ウ球菌，リステリア，サルモネラ，真菌の計 8 項目につい

て検査が可能である．TEMPO は MPN 法を原理として菌

数を測定するため，手動での希釈系列の作製が不要となる

利点がある． DOX については，下島らはいくつかの注意

点をふまえることで利用可能な簡易迅速試験法であると報

告している 4)．しかし，それらの注意点の一つとして食品

の種類ごとに検量線が必要なことが挙げられている．ペト

リフィルムは，培地作成の省略と検査期間の短縮を可能と

するが，検査工程で最も煩雑となる希釈系列の作製が公定

法と同様に必要であるため短時間に大量の検体処理を行う

には適さない．これらのことから，東京 2020 大会におけ

る細菌学的検査には，TEMPO を用いた迅速検査法が有用

と考えられた．なお，TEMPO による試験法は第三者認証

機関である AOAC INTERNATIONAL による認証を受け

ており，国際標準への整合という観点からも望ましいと考

えられた． 
TEMPOを使用した細菌学的検査の有用性については，

2019年末に，添加実験及び市販食品について試験検査を

行い，公定法による結果と比較した．検査項目は一般生菌

数，大腸菌群，大腸菌，黄色ブドウ球菌，腸内細菌科菌群

について行い，ほとんどの検体で公定法と同等の結果が得

られた．また，TEMPOは手技的にも習得しやすく，東京

2020大会においても問題なく使用できるであろうことが

確認された．その検討結果を2020年2月に設置された学識

経験者等による専門委員会に報告し，東京2020大会では

迅速検査法を採用する見込みとなった．（本結果について

は小林らにより，日本食品衛生学会第116回学術講演会に

て発表）  
 

検検  査査  詳詳  細細 

1. 東東京京2020大大会会ににおおけけるる検検査査概概要要のの決決定定 

前述の専門委員会において2020年3月に，東京2020大
会における食品検査では，TEMPOを使用して一般生菌

数，大腸菌，黄色ブドウ球菌の3項目を検査し，必要に応

じて「弁当およびそうざいの衛生規範」に準じて指導を行

うとの案が上がった．2021年4月にはそれらの検査を当セ

ンターで実施することが決定した． 

2. 東東京京2020大大会会ににおおけけるる食食品品細細菌菌検検査査 

東京2020大会開催期間中は16日にわたり計164件の検

査依頼があった．内訳としては，東京2020オリンピック開

催期間においては，2021年7月12日から7月30日までの間

に，12日間にわたり計136件の検査依頼があり，一日平均

11.3件，多い日は29件の検査を行った．また，東京2020パ

ラリンピック開催期間中においては，2021年8月17日から8

月26日までの間に，4日間にわたり計28件の検査依頼があ

り，一日平均7.0件の検査を行った．食品分類別にみる

と，そうざい等104件，野菜・果物32件，ソース類10件，

菓子4件，パン3件，ふき取り11件であった．結果として，

一般生菌数は未加熱そうざい1件において1.0×106/gを超え

る菌数が確認されたが，その他に問題となる検体は確認さ

れなかった．大腸菌は野菜・果物類において1件，そうざ

い等において1件の陽性が確認された．黄色ブドウ球菌は

すべての食品において陰性となった．これらの結果から，

東京2020大会における食品細菌検査結果はおおむね良好で

あったと考えられる． 

 

おお わわ りり にに 

2021年に開催された東京2020大会において，食品衛生監

視指導の一環として，食品細菌検査を担当した．短期間に

集中して開催されたイベントであったことから，通常の試

験検査とは異なり，迅速な監視指導に繋げられるよう検査

の翌日には検査結果を速報値として健康安全部食品監視課

に提出する必要があった．そのため，監視課との連携を密

に保ち，検体の受け入れから検査結果の入力・成績の提出

までの一連の流れを迅速かつ正確に滞りなく行えるよう事

前の準備を進めてきた． 

 RWC2019大会での経験を活かし迅速検査法の検討を行

い，東京2020大会において自動生菌数測定装置を用いて

食品等を対象に細菌検査を行った結果，迅速に検査成績を

提出することができた．これらの成果が，国際的マスギャ

ザリングで必要な食品衛生上の監視指導を適切に実施する

ための一助となったと考えられる． 
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  Bacteriological Inspection of Food Items Served in Tokyo 2020 Olympic and Paralympic Games 
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The Tokyo 2020 Olympic and Paralympic Games were a large-scale international event held in 2021. Since it was extremely 

important to ensure proper sanitation and safety of the food and drinks served during the event, bacteriological inspection of food and 

related swab samples was conducted at Tokyo Metropolitan Institute of Public Health. A total of 164 food and related swab samples 

were tested for the presence of general viable bacterial cells, Escherichia coli, and Staphylococcus aureus by using an automatic viable 

count measuring device TEMPO® for rapid enumeration of these bacterial cells. The obtained results were very favorable. It can be 

suggested that these inspections contributed to the safe and secure operation of the Tokyo 2020 Olympic and Paralympic Games. 

 

Keywords: Tokyo 2020 Olympic and Paralympic Games, Tokyo 2020 Games, mass gathering, bacteriological inspection of food 

items, general viable cell, Escherichia coli, Staphylococcus aureus, simple and rapid test method, automatic viable 

count measuring device TEMPO® 
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